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令和７年度 守山市教育研究会 視聴覚部会 研究報告 

 

（１）郡市名    守山市 

（２）研究テーマ   教育メディアが拓く、豊かな感性、そして確かな学びと生きる力へ 

       ～湖国からの発信～ 「学び」「心」そして「響き」へ 

（３）研究組織  

   支 部 長 守山市立中洲小学校校長    筈井 千英 

   事 務 局 守山市立中洲小学校教諭    宮城 亮太 

      研究委員 守山市立速野小学校教諭    松岡 翔人 

            守山市立明富中学校教諭    安藤 葉生 

各校視聴覚主任 

校 名 主任名 校 名 主任亮 

   守山小学校    早川 宗孝    守山中学校    関谷 篤史 

   物部小学校    薮内 悠史   守山南中学校   吉田 彬人 

   吉身小学校    穴見 有希   守山北中学校   村 拓海 

 立入が丘小学校  地 高典    明富中学校    安藤 葉生 

   小津小学校    田村 匡孝   

   玉津小学校    大橋 透   

   河西小学校    横山 周平   

   速野小学校    松岡 翔人   

   中洲小学校    宮城 亮太   

 

（４）年間の研究（事業）報告（令和７年度） 

４月        市内視聴覚主任会 

 

12月３日（火）  授業研究会（小学校）・小津小学校 

           道徳科 主題：誠実に生きる 教材名『自分を守る力って？』 

               ～一人 1 台端末を活用した意見交流：Canva の活用～ 

      

 ２月下旬      授業研究会（中学校）・明富中学校 ２年 

            理科で実施予定 

    

 

  

 （５）取り組み＜実践事例＞ 

   守山市立玉津小学校４年生 道徳の実践から 

・主題名  住みよい社会のためのきまり C-規則の尊重 
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・教材名  「「まっ、いいか」でいいのかな」 

・本時の目標 

少しぐらいという自分中心の考え方が、きまりが目指すみんなが住みよい社会の実現を妨げてい

ることを理解し、集団や社会の１人として進んで規則を尊重しようとする態度を育てる。 

 

５．本時の展開 

 学習活動 教師の支援□と評価※ 

導 
 

入 

１、「まっ、いいか」って言葉を使ったことあ

りますか？ 

 

 

□場面をイメージしやすいように、何人か

に使う場面について聞く。 

 

展 
 
 
 
 

開 
 
 
 

 

前 
 
 
 
 

段 

２、公園での「まっ、いいか」を考える。 

〈たくさんの人がいる公園で、ボール遊びを

しているがその公園には、ボール遊び禁止の

文字が〉 

 

 

３、図書室での「まっ、いいか」を考える。 

〈図書室で本を読んでいて、友だちから話か

けられる、無視をするのはいけないと思い小

さい声で話す〉 

 

４、横断歩道での「まっ、いいか」を考える。 

〈細い道の横断歩道で赤信号待ちをしてい

る時、車がくる気配もないし、大人の人は信

号無視をしてわたるしどうしよう〉 

 

５、優先座席での「まっ、いいか」を考える。 

〈電車に乗った際に優先座席が空いている、

電車にはあまり人がいません。座りますか〉 

 

□写真やスライドを見ながら場面をイメー

ジしやすいように支援する。 

 

□WinBird を使い児童が回答した、心情メ

ーターを一斉にモニターに提示することに

よって、クラス全体の考えと共有し、考え

を比べる。 

 

※自分の考えを心情メーターに表し、約束

や社会のきまりへの考えを持ったり、生活

とのつながりについてなど自分なりの考え

を持っている。〈発言・心情メーター〉 

展 

開 

後 

段 

６、教師の説話を聞く 

 公共のゴミ箱がゴミで溢れてしまってい

る話を聞き、「まっ、いいか」が繰り返され

た結末であるという話を聞き考える。 

 

 

□公共のゴミ箱がゴミで溢れてしまってい

る写真を見ながら聞くことで想像しやす

いようにする。 

それぞれの「まっ、いいか」について考えよう。 
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（６）資料・教具・準備 

  学習用パソコン（クロームブック）・・・児童各１台、教師用１台 

  大型ディスプレイ、心情メーター、WinBird 

 

（７）考察 

本授業は、日常生活の場面できまりを守っていない絵を見て、その姿

が「まぁ、いいか」と許せるのか許せないのかを考える授業内容だった。

児童は、クロームブックで心情メーターを活用して表現し、教師が

WinBird を使って大型ディスプレイに全員分のメーターを表示した。

それをもとにそれぞれの考えを交流した。WinBird を活用して全員分

心情メーターを並べて表示したことで、自分の考えと友だちの考えを

比べることができ、友だちに尋ねたい意欲が高まり、児童同士で聞き合

う姿が多く見られた。また、心情メーターを活用することで、発表をし

にくい児童が自分の考えを表現することができ、児童同士での意見交

流の中に自然と参加していく姿も見られた。今回のような自分の考え

を友だちと比較するような学習には、心情メーターでの視覚化、

WinBird での共有化はとても有効であると考えられる。 

授業後の研究会でも、今回の学習での心情メーターと WinBird の有効性について意見が出てき

た。また、児童が意見を考える際の視点(きまりを守っていない当事者と、それを見ている周囲の傍

観者)をはっきりさせた方がよいという意見が出た。今回の学習内

容では、児童の表現のしやすさを優先して視点を設けていなかった

が、視点を設けた方が立場がそろい、それぞれの意見を聞いたとき

に深まっていくのではないかと話し合った。 

 

（８）成果と今後の課題 

守山市では、児童一人一台の学習用端末が配付されてから約４年が経過した。１年生から使い始

めるため、児童が学習用端末の扱いに慣れているのは十分に分かった。しかし、その学習用端末を

児童が活用する授業を、日頃から教師が学習に取り入れて授業を展開しているかという疑問が残る。

ドリル学習や調べ学習への活用は多くなってきたが、それ以外を活用している教員は多くはないの

で、指導法をブラッシュアップしていく必要があると考えられる。子どもたちは学習用端末に随分

慣れてきているが、それに対して教員側の指導に活用していく力も育成していくことが肝要ではな

いかと感じた。 

終 
 
 

末 

7、ふりかえりをする。 

 

 

 

 

※本授業で考えたこと感じたことなど思い

をワークシートに記入している。〈ワークシ

ート〉 


